






ろ、著しく改善した。

蘆ワクチネーション

母豚　PPV＋SE（K）、AR、E.coli

子豚　MPS（6日齢＋20日齢＝2回

蘆PRRS フリー

蘆アイボメック注 分娩毎に母豚に注射。

蘆飼料 リキッドフィーディングを30年前より実施。

バイプロは使用せず、購入飼料（Cooperl飼料）を水で

溶いて給与、（2.6L水＋1kg飼料）がCoorerl社の平均

的な給与量。夏季は水の量を多くして給与する。購入
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分娩舎　栄養状態はやや細め。舎内はきれいに洗浄消毒され
ている。餌箱が大きく、リキッド飼料を給餌されている

離乳舎　肥育舎に移動直前の子豚。発育が良く、離乳後か
ら3頭しか死んでいない！

電動で犬歯を削る機械。電動歯研磨器？ちょっと重い！

離乳舎　離乳直後の子豚。発育が良く、大きさもそろってい
てgood！

肥育舎は全面スノコで飼槽側の豚房の角にブロックが置いて
ある。このようにブロックを置くだけで飼槽に糞尿が入るの
をブロック！豚の発育は良好



飼料の他に自家産小麦（粉砕して）を使用。給与量は

不明。

蘆生産方式

バッチシステム 肥育舎に合わせた母豚グループ＝

5グループ

蘆離乳日 水曜日

蘆離乳体重 21日齢で6 kg

蘆交配 土、日、月の交配。朝に許容したら夕＋夕に

交配。無発情は次回グループに組み込む＝Regumate

利用。

蘆離乳舎

密度　3頭／㎡　25～27頭／豚房

コンパートメント 4ペン×2列＝8ペン

選別　50～52日齢時　大きいものをピックアップ

肉豚舎移動　74日齢　（30kg平均）

構造　オールスノコ

蘆肉豚舎

収容頭数　1頭／ペン

糞尿　　フラッシング

飼養管理　オールイン・オールアウト

出荷体重　114.75kg

蘆糞尿処理

1日4～5回オートフラッシング。固形物を分離し

水は再利用。飼養頭数は土地に縛られないが、窒素と

リンの排出に規制がある（窒素とリンを除いた液肥のみ

散布可）ので浄化槽を完備している。

蘆雇用 1人。

法律により週35時間、4週間の長期休暇（週の労

働時間が35時間を超える場合はさらに10日間プラ

ス）。以前は外国人労働者等安価な労働力を使用して

いたが、労働時間の問題と、生産性が上がらなかった

ため、現在は訓練された人間を雇うようにしている。

このため生産性は上がったが、人件費も増えたため、

豚舎を新設し、設備の改善により人件費の削減や労働

時間の短縮を図っている。
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蘆規　模 350頭 一貫経営 2サイト（分娩離乳＋肥育）

蘆従業員 4名（繁殖2名、肥育2名）

蘆地下水 Fe、Mnが豊富な水なので、除去装置にて

これらを除去してから豚に与える。

蘆疾　病 PRRS、大腸菌症、MPS

離乳後のPMWSによる呼吸器症とAPPが問題

蘆夏場対策 夏場用の飼料（Cooperl社）を使用。こ

の他に、尿量を増やす目的で、利尿作用のあるハーブ

（アテチョークという植物の抽出物）を6月中旬～7月

初旬に3週間成豚全体に投与している。

蘆バッチ 3週ごとのグループ（3／7？）

蘆離　乳 28日　木曜日離乳

蘆交　配

早期発情（金、土、日）→許容開始24時間後より交

配　→12時間間隔

前述の後の発情（月、火、水）→20時間間隔で交配

蘆生産子数 13.5頭／腹

蘆離　乳 11～11.5頭／腹→下痢がなければ…

蘆離乳後事故率 6％（フランス全体5％程度）

蘆交配・妊娠ストール 乾燥しにくいのでゼオライト

を床面に撒く。

窓の外側でミスト→暑熱対策

キウノン農場

先の溝に犬歯を入れて削る。白い粉は歯の削りカス



天井より入気→サイドより排気

分娩後処理 薬液注入＝クロキサシリン＋コリスチン

（牛乳房炎治療用）

投　薬 ドサトロンでリキッド飼料中に投薬。薬液タ

ンクを機械で攪拌しているのには感心しました。やは

り病気が多いのか？

犬　歯 電動歯研磨器を使用、臍の緒は歯を研磨する

ときにカットする＋イソジン消毒

尾　切 月曜日

飼料給与 3回給餌（後半の2～3週）。分娩後2.5 kg

最高量 7kg／日。飼槽は大変大きい！！見習うべし！

なお、母豚の年間飼料給与量は 1,100kg～1,200kg。

哺乳豚 粒のそろった子豚が平気で13頭ずつ付いて

いる。普通の母豚とばかり思っていたのに産子数の多

さに驚愕。また、母豚はお腹をドーンと出して左右7

つの乳頭にに子豚が楽に吸い付いて授乳していました。

この産子数の多さと乳出しの良さが繁殖成績の良さに

繋がっていると感じました。日本の豚も、もっと産子

数と泌乳量が増えるよう育種改良すべし！フランスの

底力を見た思いです。

3週収容（18日間＝28～45日まで）。換気

は天井入気→ピット下排気

5～6週収容（約80日令まで＝体重37

～40 kg）

6週間収容。他の豚舎はきれいだっ

たのにここだけ汚い。そして、Giltペンの手前に経産

豚（廃豚？馴致材料？）が飼育されている。母豚候補

豚を衛生レベルの高い農場より導入しているので、馴

致中に感染、発症（使い物にならない程度まで…）して

しまう。このことが呼吸器病の多い原因になっている

のでは？

候補豚隔離舎

子豚育成舎

離乳舎

分娩舎
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分娩舎　オッパイをドーンと出して母豚が寝ている。12頭
の子豚（ほとんどの腹が13頭）も十分哺乳していました。
これだと分割授乳の必要がない？

分娩舎　13頭の子豚の大きさが揃っている

ドサトロンと薬液タンク タンク上部の銀色の円柱が撹拌機
のモーター

交配・妊娠ストール ウインドウレスで埃っぽく、臭いもあ
った。豚はやはりちょっと大きめのLW
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まとめ　

初めて行ったフランスの養豚場。豚舎には驚きませんでしたが、繁殖能力の高さには驚きました。これ

から必要なのは普通に13頭哺乳開始できる母豚だと痛感しました。日本のブリーダーに、明日にでもこ

の子達を作って頂きたいものです。また、フランスの豊かさも今回初めて実感できました。大変有意義な

視察旅行でした。これも、偏に吉見氏とボーダナイス氏のおかげと深く感謝しております。最後に、見ま

したMona Lisa!!

森　正史（もりまさふみ）

862-0903  熊本県熊本市若葉2丁目14-10-501
TEL 096-368-9107 FAX 096-368-9107
①もり家畜診療所
②1967年11月6日
④宮崎大学農学部獣医学科（研究室：家畜微生物学講座）
⑥もり家畜診療所の業務
「もり家畜診療所」は平成18年2月に、養豚・養鶏の往診専門の診

療所として設立され、農場の定期巡回による疾病予防対策、衛生管理、
動物用医薬品の適正使用指導などを行っています。
予防獣医学の立場から、“病気に強い農場作り”を農場と一緒に考え、

実践する、“かかりつけの診療所（獣医師）”を目指しています。
⑦これからの課題
飼養環境測定：疾病が多く、問題のある農場・豚舎に入ると、“臭い”、

“空気の重さ”などで感じる部分があります。しかし、いつもその中で
作業している農場主、従業員は慣れっこになり、感じなくなっていま
す。この五感で感じる部分を環境測定などで伝えたい。
飼養規模ごとの衛生対策：疾病対策、衛生対策についてのますます

情報多くなり、それを受け止める農場の理解も進んでいますが、依然
として、“PRRS”、“PMWS”の情報だけが一人歩きしています。慢性
疾病は、飼養規模、豚舎環境ごとに病態が違って当然なのに、“ウイル
スの株が違うから”、“馴致がうまくいっていないから”と…。飼養規模
ごと衛生対策の考え方を伝えたい。
有料衛生検査：衛生検査を有料化することで、より総合的に実施し、

本当に役に立つ衛生検査ができるようにしたい。
自分の力を付ける：自分自身の知識・経験を多くして、生産者から

信頼される獣医師でありたい。

①診療所名　②生年月日　③出身地　
④出身大学　⑤趣味　⑥セールスポイント　⑦抱負

新入会員紹介 



2003年、種豚会社である日本ハイポー株式会社を退社し、宮城

県の加美町に診療所を開設。冬には雪深い奥羽山脈の懐、大自然

に囲まれた生活をしています。1月から3月までは診療所から町道

までの100mの畑道の雪かきに没頭します。出張中に大雪が降ると、

全く車の出入りは出来なくなり、家は孤立状態となってしまいま

す。しかし、雪が降ってくれるからこそ、目の前の山でキーを楽

しむことが出来ます。また、チョット足をのばせば、ヤマメ、鮎、

山菜、キノコ、ブドウなどの自然の恵みが四季の生活に彩りを添

えてくれます。そして、毎年1年の終わり、12月のクリスマスに

は近在の友人15人程度で1週間かけて200 kgのハムとベーコン作

りに挑戦しています。東北においでの折は是非お立ち寄り下さい。

〇業　務
・北海道から九州まで、約25の養豚場に1～3ヵ月間隔で訪問し、

コンサルタント業務をしています。

・訪問先の養豚場の規模は母豚数100～2000頭です。

・農場訪問時には必ずシャワーを浴びて、専用衣服に着替えて豚

に接しています。農場にシャワーの施設がない場合は、住まいの

お風呂をお借りします。それもかなわぬ時は温泉巡りです。私の

このような習慣で訪問先の農場員の防疫意識が高まっているよう

に感じています。

〇これから先
今まで以上に、豚にそして場員にどっぷりと浸かり、養豚家の身になった指導をしていきたいと

考えています。もう一つ、オーエスキー、PRRS発生以後なくなってしまった農場間の交流が復活

できたらと思っています。お互いの農場にどんどんと入っていける時代はもう来ないと思いますが、

地域で集まっての意見交換、技術勉強会などによって必ず経営は改善されるはずです。こんな取り

組みに首を突っ込むことができたらと願っています。

診療所の名称： ピッグケア
診療所の住所： 〒981-4351 宮城県加美郡加美町字南小路31-12
電話、FAX： 0229-68-1620
生年月日： ＠＠年＠月＠＠日
名　前： 田中　正雄
出身大学： 日本獣医生命科学大学（旧日本獣医畜産大学）
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診療所の名称： 藤原動物病院
診療所の住所： 〒893-0014 鹿児島県鹿屋市寿7丁目9-53
電　話： 090-2582-5820
FAX： 0994-44-5564
e-mail t-fujiwara@po.synapse.ne.jp
名　前： 藤原　孝彦
出身大学： 北海道酪農学園大学北海道酪農学園大学大学院修士

課程獣医学専攻終了

〇職歴
1985年 伊藤ハム株式会社入社

日本ファ-ム株式会社赴任（現在サンキョウミ-ト株式会社ファ－ムユニット）
当時SPF豚3600頭及び1600頭規模で2サイト
当時は、農場内の獣医師の位置づけが確定されておらず、防疫、衛生管理はもとより、
交配、飼育、出荷、移動、畜舎改造、終末処理など農場運営全般担当。
今でこそ当たり前である人工授精普及や、注射針管理などの安全な食肉生産意識もこ
の頃が走りであった。

1997年 開業　鹿児島を含む南九州を主体に九州管内契約農場を巡回

〇抱負
当時では珍しいSPF豚の大規模農場をまず最初に経験し、防疫観念がハードだけではなくソフト
がシステムとして動くことの重要性を実感しました。農場のあらゆることが、単なるマニュアルで
はなくシステムとして機能させるためにどうするかを一緒に考え積み上げていくことを大切してい
ます。データとしてはあるのが利用されていないことや、現場にフィードバックされていない、ま
た同じデーターであるのに、違う形でを重複していることに出くわす場合も多く、交通整理も重要
な仕事であると思っています。
現在は複合感染が主流で、また密度が高く疾病の多い地域ほどコントロールが困難な場合が多く、
治療より予防、薬だけに頼らない飼育環境の重視し、発育に対しマイナスに働くストレスの緩和を、
農場別のオーダーメイドでいかに確立できるかが重要だと思っています。

〇重要視していること
・クリーンで能力の高い種豚群
・環境改善（コントロールを改善するか、豚自身が選べる手段、エリア密度）
・バイオセキュリティー（場外と場内、場内のエリア間）
・システム改善（AI・AO、グループシステム化等）
・データ分析及び検証（効果判定）
・HACCPの手法を取り入れての農場内整理改善

〇趣味
ジョギング、スキー、ドライブ、旅行、温泉
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第1条　（名称）
本会は、「有限責任中間法人日本養豚開業獣医師協会」と称し、
英文名をThe Japanese Association of Swine Veterinarians（略
称：JASV）とする。

第2条　（所在地）
本会は事務所を群馬県勢多郡新里村大字鶴ヶ谷382番地27に
置く。

第3条　（目的）
本会は、豚の健康と安全な豚肉生産の増進を図ることにより、
養豚生産者と消費者をつなぐ専門的かつ特異性ある養豚獣医
業の確立と普及に寄与し、両者の幸せと豊かな社会の発展に
貢献することを目的とするとともに、会員の教育、研究並び
に技術及び社会的地位の向上を図ることを目的とする。

第4条　（事業）
本会は、第3条の目的を達成するため、以下の事業を行う。
①社員の研究発表会、学術講演会等の開催並びに教育に関す
る事業

②機関紙等の刊行
③内外の関係学術団体との連絡及び提携
④生産工程管理及び生産情報公表に関する研究、教育、認証
等の事業

⑤養豚獣医療に関する研究開発及び受託試験の実施
⑥養豚関連資材の研究開発及び普及等の事業
⑦養豚獣医師及び養豚に関する人材の研修、育成事業
⑧国民に対する養豚獣医療等に関する情報の提供及び啓蒙
⑨その他本法人の目的を達成するために必要な事業

第5条（会員の資格、種別）
本会の会員は養豚関係の業務に携わり、本会の目的を十分理
解し、その活動に積極的に参加できる、個人及び法人でるこ
ととし、以下の会員をもって構成する。
①正会員：豚の診療およびコンサルテーションを主たる業務
とする開業獣医師。法人においては、その役員である獣医
師個人。

②一般会員：養豚生産者、正会員以外の獣医師、大学関係者、
その他研究者・技術者等。法人加入ではなく、個人とする。

③学生会員：将来、養豚に関わる業務に就くことを目指して
勉学・研究に励む大学生等。

④賛助会員：協会の目的、事業に賛同するメーカー、関連団
体等。

2、正会員は総会構成員としての議決権を有する。
3、一般会員、学生会員と賛助会員は総会の議決権は有しない。

第6条（入会金、会費）
入会金、会費は以下の通りと定める。
①正会員：入会金100,000円、年会費20,000円
②一般会員：入会金20,000円、年会費20,000円
③学生会員：年会費のみ2,000円
④賛助会員：年会費のみ300,000円
2、会計年度は、毎年6月1日より5月31日とする。
3、会員は、年度途中で入会した場合であっても、入会金、年
会費を全額納入するものとする。

4、既納の入会金、年会費は、いかなる理由があっても返還し
ない。

第7条（入会）
本会に入会するには、所定の申し込み用紙を代表理事に提出
し、理事会の承認を受けなければならない。ただし、正会員
については、正会員1名以上の推薦があり、理事会で承認され
た者とする。

第8条（退会および除名）
会員が退会するときは、書面にて代表理事に届け出ることと
し、次の理事会で確認する。
2、会員が本会の名誉を著しく傷つけた場合、あるいは本会の
目的から逸脱した行為活動を行ったり、会費を2年以上滞納し
た場合、理事会の決議を経て除名することができる。

第9条（理事会）
本会には以下の役員を置き、理事会を構成する。
①代表理事　1名
②理事　3名以上
③監事　1名以上
2、理事、監事の選任は正会員2名以上の推薦を受け、理事会
の2／3以上の賛成で決議される。役員の任期は理事が2年、
監事が4年とする。ただし、再任は妨げない。

第10条（顧問）
本会には、運営に対して助言と協力をいただく若干名の顧問
を置くことができる。顧問は理事会で決定する。顧問の任期
は、特に定めない。

第11条（総会）
総会は通常総会および臨時総会とし、正会員で構成する。
2、通常総会は年1回開催し、代表理事が招集する。臨時総会
は、理事会が必要と認めたとき、および正会員からの開催の
請求があり理事会がこれを認めたときに代表理事が招集する。
3、総会は、正会員の過半数の出席をもって成立する。ただし、
出席できない正会員はあらかじめ委任状を提出することで、
出席したものとみなすことができる。
4、総会の議事は、出席者の過半数をもって決定する

第12条（会の運営）
理事会が、本会の業務を執行する。その運営は、総会で承認
を得ることとする。

第13条（旅費および日当規程）
本会の理事会構成員が会の運営のために出張する場合にかか
る旅費および日当は、別途定める規程に準じた費用を支給す
るものとする。その他の場合には、その都度検討し支給する。

附則
この会則は、平成16年6月1日より施行する。

平成16年6月1日
有限責任中間法人　日本養豚開業獣医師協会

日本養豚開業獣医師協会会則
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編集後記
オーエスキー病がない、PRRSがない、Appがない、M.hpもない、おまけにスト
レスもない。そんな夢のような環境で豚を飼えたら良いと思いませんか。
オーストラリアの放牧養豚場で見つけました。とてもうらやましい限りでした。管
理は恐ろしく大雑把でした。成績はDG 700g 、出荷頭数は21頭、出生後の事故率
7％です。
昔の豚は強かったという意味が少し分かったように思いました。
病気を入れたのは、海外から豚を入れたことによる弊害です。良い面もあったと思
いますが、マイナス面だけが気になるのは私だけでしょうか。
オーストラリアは過去20数年、豚を入れていないそうです。何が重要なのか分か
っていたと思います。大雑把な放牧養豚でしたが、防疫だけは気をつけていました。
オーストラリアの奥深さに触れて、改めて病気の怖さを感じました。

（伊藤　貢）

日本養豚開業獣医師協会（JASV）九州セミナー開催計画
1．開催日時
2006年12月15日（金）
セミナー 13：30～17：00
懇親会 17：30～19：30

2．開催場所
“ウェルサンピア都城”
宮崎県都城市早水町4503-10 TEL.0986-26-8855 Fax.0986-26-8111

3．内容
1）豚コレラのその後と九州での疾病発生の現状について 藤原孝彦　先生
2）日本におけるPRRSとPMWSの現状と対応策について 呉　克昌　先生
3）日本養豚の生産性の現状と欧州との違いについて 伊藤　貢　先生

4．参加費
1）会員（正会員、一般会員、賛助会員＝1社3名まで） 3,000円
2）非会員 5,000円

5． 懇親会
1）参加費 一人　5,000円

6．募集人数
150名

7．参加申し込みは下記までFAXで
1）JASV事務局 FAX 0277-30-6290
2）JASV九州事務局　志賀　明 FAX 0983-23-3549

8．問い合わせ先
JASV九州事務局　志賀　明 TEL  0983-23-2392 FAX 0983-23-3549




